
に
あ
る
江
戸
に
コ
メ
を
運
び（
江
戸
廻
米
）、

こ
れ
を
売
っ
て
利
益
を
あ
げ
よ
う
と
い
う

壮
大
な
計
画
だ
っ
た
。

　

仙
台
藩
経
済
の
中
心
と
な
る
江
戸
廻

米
は
江
戸
初
期
元
和
年
間（
１
６
１
５–

１
６
２
４
）か
ら
行
わ
れ
て
い
た
が
、
北
上

川
改
修
工
事
と
石
巻
開
港
は
こ
れ
を
さ
ら

に
大
規
模
か
つ
円
滑
に
す
る
た
め
の
も
の

だ
っ
た
。
そ
の
た
め
に
地じ

方か
た

巧こ
う

者し
ゃ

川
村
孫
兵

衛
が
登
用
さ
れ
た
。

川
村
孫
兵
衛
の
人
と
功
績

　

川
村
孫
兵
衛
重
吉（
１
５
７
５–

１
６
４
８
）
は
、
も
と
毛
利
家
の
家
臣
で
、

関
ヶ
原
合
戦
後
に
浪
人
と
な
っ
た
。
近
江
国

蒲が
も
う
ぐ
ん

生
郡（
現
滋
賀
県
蒲
生
郡
）で
伊
達
政
宗

に
召
し
出
さ
れ
、慶
長
６
年（
１
６
０
１
）に

仙
台
に
招
か
れ
、
金
山
開
発
、
製
塩
、
新
田

開
発
、
北
上
川
改
修
工
事
に
従
事
し
た
と
さ

れ
る
。
孫
兵
衛
に
つ
い
て
は『
仙
台
人
名
辞

典
』に
は
次
の
よ
う
に
記
述
さ
れ
て
い
る
。

　
「
土
功
家（
土
木
技
術
者
）
で
孫
兵
衛
と

称
す
。
長
州（
山
口
県
）
の
人
、
落
ち
着
い

北
上
川
と
仙
台
藩
の
繁
栄

　

石
巻
で
太
平
洋
に
そ
そ
ぐ
大
河
北
上
川

の
恩
恵
は
石
巻
地
域
だ
け
で
な
く
、
江
戸
時

代
は
仙
台
藩
領
全
域
に
及
ん
で
い
た
。
岩

手
県
か
ら
宮
城
県
に
南
流
す
る
北
上
川
は
、

全
長
２
４
９
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
、
流
域
面
積

１
万
１
５
０
平
方
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
で
、
延
長

で
は
全
国
５
位
、
流
域
面
積
で
は
４
位
と
い

う
、
東
北
最
大
の
一
級
河
川
だ
。
岩
手
県
の

中
央
部
を
南
に
流
れ
、
県
境
か
ら
宮
城
県
登

米
郡
に
入
る
。
宮
城
県
に
入
っ
た
北
上
川

は
、
津
山
町
柳
津
付
近
か
ら
２
つ
に
分
か

れ
、
柳
津
か
ら
南
に
流
れ
さ
ら
に
東
に
向
き

を
変
え
て
追お

っ
ぱ波
湾
に
そ
そ
ぐ
流
路
と
、
柳
津

か
ら
西
に
流
れ
て
迫は
ざ
ま
が
わ川と
、
さ
ら
に
は
江え

合あ
い

川が
わ

と
合
流
し
て
石
巻
湾
に
そ
そ
ぐ
旧
北
上

川
に
分
か
れ
る
。

　

仙
台
藩（
62
万
石
）の
藩
祖
伊
達
政
宗
は
、

戦
国
時
代
に
か
か
え
た
多
く
の
家
臣
団
を

藩
内
各
地
に
配
置
し
、
領
内
の
産
業
発
展

に
取
り
組
ん
だ
。
金
山
開
発
、
砂
金
精
錬
、

桑
・
漆
・
竹
・
茶
な
ど
の
有
用
植
物
の
栽

培
、
杉
・
桐
な
ど
の
植
林
、
製
塩
な
ど
を
奨

励
し
た
。
次
い
で
、
新
田
開
発
に
取
り
組

み
、
コ
メ
の
増
産
を
図
る
た
め
、
北
上
川
の

改
修
に
挑
ん
だ
。

　

こ
の
改
修
計
画
は
乱
流
す
る
流
路
を
一

定
に
す
る
た
め
に
堤
防
を
築
き
、
こ
れ
に

よ
っ
て
①
洪
水
を
防
止
す
る
と
と
も
に
、
②

流
路
の
あ
と
の
低
湿
地
を
新
田
と
し
て
開

発
し
、
大
穀
倉
地
帯
と
し
て
コ
メ
の
増
産
を

図
る
こ
と
、
③
さ
ら
に
は
領
内
の
コ
メ
を
輸

送
す
る
た
め
の
舟
運
を
整
備
し
、
発
展
途
上

現在の北上川

江
戸
期
の

江
戸
期
の

水
の
技
術
者

水
の
技
術
者群

像
群
像

連載 第4回
東北の川村孫兵衛、
江戸の玉川兄弟

作家　高崎　哲郎

江戸城錦絵（国立歴史民俗博物館蔵）

川
村
孫
兵
衛

：

北
上
川
・
治
水
の
祖
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て
い
て
勇
気
が
あ
り
、
数
学
や
土
木
技
術
・
水

利
・
天
文
・
測
量
を
学
ん
で
毛
利
輝
元
に
仕
え

て
い
た
が
、
慶
長
年
間
に
仙
台
に
来
て
伊
達
政

宗
に
仕
え
た
。
政
宗
は
５
０
０
石
を
与
え
よ
う

と
し
た
が
、
孫
兵
衛
は
こ
れ
を
辞
退
し
荒
地
を

受
け
て
新
田
と
し
て
開
発
す
る
こ
と
を
願
い
出

て
１
０
０
石
と
荒
地
を
賜
わ
り
、
こ
れ
を
開
発

し
て
１
０
０
０
石
余
の
土
地
と
し
た
。
の
ち
に

３
０
０
０
石
余
と
な
り
、
そ
の
う
ち
１
２
０
０

石
を
娘
婿
の
元も
と
よ
し吉
に
譲
っ
た
」。

　
「
孫
兵
衛
は
政
宗
の
命
を
受
け
て
、
北
上
川

の
流
れ
を
分
け
て
南
に
流
し
て
石
巻
港
を
開
い

た
。
昔
の
牡
鹿
湊
に
は
真
野
川
だ
け
が
そ
そ
い

で
い
た
が
、
原
野
や
山
を
掘
削
し
て
堤
防
を
築

き
、
元
和
９
年（
１
６
２
３
）
よ
り
寛
永
３
年

（
１
６
２
６
）の
４
年
間
で
、
北
上
川
を
真
野
川

に
合
流
さ
せ
て
石
巻
に
至
っ
て
海
に
そ
そ
が
せ

た
こ
と
に
よ
り
、
地
勢
は
大
き
く
変
わ
っ
た
。

正
保
年
間（
１
６
４
４–

１
６
４
８
）の
こ
と
、

仙
台
藩
二
代
藩
主
忠
宗
が
牡
鹿
半
島
の
鹿
狩
り

の
途
中
に
、
孫
兵
衛
重
吉
の
屋
敷
に
立
ち
寄
っ

た
こ
と
に
感
激
し
、
そ
の
屋
敷
の
材
料
で
寺
の

建
立
を
思
い
立
っ
た
。
し
か
し
病
気
と
な
っ
て

し
ま
い
、
慶
安
元
年（
１
６
４
８
）
10
月
に
74

歳
で
亡
く
な
っ
た
。
こ
の
志
を
つ
い
で
息
子
の

元
吉
が
寺
を
建
立
し
、
普ふ

誓せ
い

寺じ
（
真
言
宗
）
と

称
し
た
。
こ
れ
を
聞
い
た
忠
宗
は
寺
領
と
し
て

63
石
を
与
え
た
と
い
う
」。

北
上
川
改
修
に
挑
む

　

工
事
の
費
用
は
莫
大
で
あ
っ
た
と
み
ら
れ
る

が
、
藩
の
財
政
は
豊
か
で
は
な
く
、
賃
金
を
調

達
す
る
た
め
孫
兵
衛
は
流
域
や
領
内
各
地
の
素

封
家
か
ら
借
金
を
し
た
よ
う
で
あ
る
。
石
巻
市

内
な
ど
で
、
孫
兵
衛
署
名
の
借
用
証
文
が
見
つ

か
っ
て
い
る
。

　

川
村
孫
兵
衛
の
北
上
改
修
工
事
は
、
①
江
合

川
と
迫
川
を
合
流
さ
せ
る
こ
と
、
②
柳
津
と
飯

野
川（
河
北
町
）と
の
間
の
流
れ
を
止
め
る
こ

と
、
③
合
流
さ
せ
た
二
つ
の
川
と
北
上
川
の

西
流
と
を
合
流
さ
せ
る
こ
と
、
だ
っ
た
。
そ
し

て
江
合
川
と
迫
川
の
合
流
工
事
は
元
和
２
年

（
１
６
１
６
）に
完
成
し
、
元
和
９
年
か
ら
寛
永

３
年（
１
６
２
６
）
に
か
け
て
、
北
上
川
と
の

合
流
工
事
が
完
成
し
た
。
そ
の
ね
ら
い
は
、
北

上
川
・
迫
川
・
江
合
川
の
流
路
を
整
理
統
合
し

て
真
野
川
に
合
流
さ
せ
、
流
量
を
調
節
す
る
こ

と
、
川
幅
を
広
げ
、
堤
防
を
築
い
て
洪
水
を
防

止
す
る
こ
と
、
舟
運
を
便
利
に
す
る
こ
と
、
灌

漑
用
水
を
確
保
す
る
こ
と
と
い
う
新
田
開
発
に

関
わ
る
大
工
事
で
あ
っ
た
。

　

こ
の
掘
削
工
事
で
は
、
川
を
掘
る
の
に
箱
掘

り
と
い
う
特
殊
な
方
法
を
用
い
た
。
川
に
し
よ

う
と
す
る
土
地
を
、
あ
る
間
隔
を
置
い
て
短
冊

形
に
掘
っ
て
お
き
、
増
水
期
に
一
部
を
切
り

取
っ
て
水
勢
を
利
用
し
て
一
気
に
川
に
し
て

し
ま
う
と
い
う
工
法
だ
。
孫
兵
衛
の
考
案
だ
と

さ
れ
る
。
孫
兵
衛
に
よ
る
北
上
川
改
修
工
事
の

結
果
、
河
口
に
石
巻
の
港
町
が
形
成
さ
れ
た
。

石
巻
は
北
上
川
舟
運
の
終
点
、
江
戸
廻
米
の
東

回
り
海
運
の
基
地
と
な
り
、
仙
台
藩
の
経
済
発

展
に
直
結
す
る
港
と
し
て
整
備
さ
れ
て
い
く
。

北
上
川
改
修
工
事
完
成
後
か
ら
、
元
禄
初
期

（
１
６
８
８
年
頃
）ま
で
の
約
50
年
間
に
石
巻

の
港
町
と
し
て
機
能
、
施
設
が
整
え
ら
れ
た
。

　

元
禄
２
年（
１
６
８
９
）、
俳
人
松
尾
芭
蕉
と

門
弟
の
曽
良
は
石
巻
を
訪
れ
、『
お
く
の
ほ
そ

道
』に「
こ
が
ね
花
咲
く
と
よ
み
奉
り
た
る
金

花
山
※（
原
文
の
ま
ま
）、
海
上
に
見
わ
た
し
、

伴
い
、
飲
料
水
の
需
要
も
増
大
し
た
。
こ
の
た

め
、
小
石
川
上
水
は
拡
張
工
事
が
進
め
ら
れ
、

寛
永
年
間（
１
６
２
４–
１
６
４
４
）
に
は
神

田
上
水
と
し
て
確
定
し
た
。

　

神
田
上
水
の
成
立
後
、
江
戸
の
市
域
は
さ
ら

に
拡
大
し
、
神
田
上
水
が
供
給
す
る
水
量
で
は

ま
か
な
う
こ
と
が
出
来
な
く
な
っ
た
。
幕
府
は

神
田
上
水
と
は
別
の
新
し
い
上
水
道
を
建
設
す

る
必
要
性
に
迫
ら
れ
た
。
そ
こ
で
、
承
応
元
年

（
１
６
５
２
）12
月
、
多
摩
川（
玉
川
）か
ら
水

を
引
く
玉
川
上
水
の
開
削
が
計
画
さ
れ
た
。

　

玉
川
上
水
は
、
多
摩
川
の
水
を
奥
多
摩
の
羽は

村む
ら（
現
羽
村
市
）
の
取
水
口
で
取
り
入
れ
、
四

谷
大
木
戸（
現
千
代
田
区
の
四
谷
四
丁
目
交
差

点
付
近
）ま
で
延
び
る
一
大
土
木
事
業
で
あ
る
。

水
道
の
高
低
差
を
巧
み
に
利
用
し
た
自
然
流
下

方
式
で
あ
り
、
江
戸
市
中
の
末
端
ま
で
に
も
円

滑
な
給
水
が
行
え
る
よ
う
に
、
羽
村
と
四
谷
大

木
戸
の
標
高
差
約
92
メ
ー
ト
ル
を
利
用
し
て
、

武
蔵
野
台
地
の
馬
の
背
に
当
た
る
箇
所
に
ル
ー

ト
が
設
定
さ
れ
て
い
る
。
羽
村
か
ら
四
谷
ま
で

の
43
キ
ロ
は
開
渠
で
、
四
谷
大
木
戸
か
ら
は
地

中
を
通
し
、
四
谷
門
外
の
箱は
こ

樋と
い

で
３
つ
に
分
け

出典：石巻市史編さん委員会（1992）
『石巻の歴史 第6巻（特別史編）』石巻市 P543

出典：石巻市史編さん委員会（1992）
『石巻の歴史 第6巻（特別史編）』石巻市 P557

※石巻の東南牡鹿半島の先にある島

慶
長
以
前
の
流
路

川
村
孫
兵
衛
改
修
工
事
後
の
流
路

川
村
孫
兵
衛
の
主
な
河
川
改
修

❶
江
合
川
と
迫
川
を
合
流
さ
せ
る
こ
と

❷
柳
津
と
飯
野
川
と
の
間
の
流
れ
を
止
め
る
こ
と

❸
北
上
川
、
迫
川
、
江
合
川
の
流
路
を
整
理
統

合
し
て
真
野
川
に
合
流
さ
せ
る
こ
と

参 

考

数
百
の
廻
船
入
江
に
つ
ど
い
、
人
家
地
を
あ
ら

そ
い
て
竈か
ま
どの
煙
り
立
ち
つ
づ
け
た
り
」と
記
し

石
巻
の
繁
栄
に
感
嘆
し
て
い
る
。

大
江
戸
の
発
展
と
上
水
確
保

　

慶
長
５
年（
１
６
０
０
）関
ヶ
原
合
戦
に
勝

利
し
た
徳
川
家
康
は
、
諸
国
の
大
名
に
御
手
伝

普
請
を
命
じ
江
戸
城
の
拡
張
工
事
を
行
っ
た
。

そ
の
後
も
二
代
将
軍
秀
忠
、
三
代
将
軍
家
光
も

数
次
に
わ
た
り
江
戸
城
の
巨
大
な
城
づ
く
り
と

江
戸
の
街
づ
く
り
を
行
っ
た
。
天
下
一
の
城
下

町
と
し
て
、
江
戸
の
街
の
範
囲
が
拡
大
す
る
に 日和山公園の川村孫兵衛像（宮城県石巻市）

玉
川
兄
弟
、
玉
川
上
水
は

　
　
　
　
　
　
　
今
も「
現
役
」

❷

❶
❸

※赤字部分は追記
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ら
れ
る
。
一
つ
は
江
戸
城
へ
、
も
う
一
つ
は
麹

町
へ
、
残
り
の
一
つ
は
四
谷
伝
馬
町
一
帯
か
ら

紀
伊
国
坂（
北
の
丸
公
園
に
あ
っ
た
坂
）を
下

り
、
虎
ノ
門
・
芝
・
築
地
・
八
丁
堀
・
京
橋
辺

り
ま
で
給
水
さ
れ
る
。

玉
川
兄
弟
と
玉
川
上
水

　

玉
川
の
開
削
は
、
庄
右
衛
門
と
清
右
衛
門
の

兄
弟
が
請
負
人
に
な
っ
て
行
わ
れ
た
。
兄
弟
は

江
戸
の
町
人
と
も
多
摩
地
方
の
農
民
と
も
伝
え

ら
れ
て
い
る
。
玉
川
兄
弟
が
、
多
摩
川
沿
岸
に

縁
の
あ
る
人
物
で
あ
る
こ
と
は
、
容
易
に
想
像

さ
れ
る
、
さ
も
な
け
れ
ば
山
間
地
の
羽
村（
現

羽
村
市
）か
ら
多
摩
川
の
水
を
引
き
入
れ
る
と

い
う
卓
越
し
た
構
想
は
出
て
こ
な
い
。

　

羽
村
の
旧
名
主
加
藤
家
に
は
玉
川
兄
弟
が
羽

村
の
生
ま
れ
で
あ
る
こ
と
を
示
唆
す
る
古
文
書

が
残
さ
れ
て
い
る
と
い
う
。「
徳
川
実
記
」（
徳

川
将
軍
家
正
史
）の
承
応
２
年（
１
６
５
３
）正

月
13
日
に「
芝
口
之
町
人
水
道
之
儀
訴
之
処
、

則
相
済
賜
金
七
千
五
百
両
、
水
筋
は
玉
川
よ
り

取
之
」と
記
し
て
あ
る
。
こ
の
時
多
摩
川
か
ら

水
道
工
事
を
請
負
う
こ
と
を
申
し
出
た
の
が
芝

事
が
開
始
さ
れ
た
。
だ
が
難
工
事
続
き
で
、
高

井
戸
辺
り
ま
で
掘
り
進
ん
だ
と
こ
ろ
で
、
幕
府

か
ら
与
え
ら
れ
た
工
事
費
を
使
い
切
っ
て
し

ま
っ
た
。
そ
こ
で
２
人
は
、
自
分
た
ち
の
持
ち

金
２
０
０
０
両
と
、
町
屋
敷
を
売
り
払
っ
た

１
０
０
０
両
と
で
、
残
り
の
工
区
を
掘
り
進

め
、
つ
い
に
同
年
11
月
四
谷
大
木
戸
ま
で
完
成

さ
せ
た
と
い
う
。

　

だ
が
別
の
説
も
あ
る
。
２
人
の
兄
弟
は
、
最

初
は
玉
川
の
中
流
に
あ
た
る
日
野（
現
日
野
市
）

の
渡
し
に
近
い
靑
柳
村（
現
国
立
市
）の
辺
り

か
ら
取
水
し
よ
う
と
計
画
し
て
失
敗
し
、
次
に

上
流
の
福
生
村（
現
福
生
市
）辺
り
か
ら
取
水

し
よ
う
と
し
た
が
、
こ
れ
も
途
中
の「
み
ず
く

ら
い
ど
」（
浸
透
性
の
高
い
関
東
ロ
ー
ム
層
）と

呼
ば
れ
る
熊
川
付
近（
現
福
生
市
の
水
喰
土
公

園
）で
水
が
地
中
に
し
み
込
ん
で
し
ま
い
、
再

度
失
敗
に
終
わ
っ
た
。
そ
こ
で
３
度
目
に
は
、

川
越（
現
埼
玉
県
）藩
主
松
平
伊
豆
守
信
綱
の

家
臣
で
あ
る
安
松
金
右
衛
門
に
設
計
さ
せ
、
羽

村
の
取
水
地
点
を
確
定
し
て
初
め
て
成
功
し
た

と
さ
れ
る
。「
徳
川
実
記
」の
承
応
３
年
６
月
20

日
に「
玉
川
上
水
完
成
、
当
地
之
用
水
来
候
に

口
町
人
と
記
し
て
い
る
。
こ
れ
が
庄
右
衛
門
と

清
右
衛
門
の
兄
弟
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

　
『
上
水
記
』（
当
時
の
普
請
奉
行
上
水
方
道
方

石
野
遠
江
守
広
道
が
記
し
た
工
事
記
録
）の
正

徳
五
年（
１
７
１
５
）
庄
右
衛
門
、
清
右
衛
門

の
二
代
目
が
差
し
出
し
た
書
状
を
見
る
と
、
町

奉
行
神
尾
元
勝
が
大
体
の
計
画
を
立
て
て
、
こ

の
２
人
に
請
負
わ
し
め
た
様
子
が
見
ら
れ
る
。

町
奉
行
神
尾
、
川
越
藩
士
安
松
金
右
衛
門
ら
の

腹
案
が
あ
ら
か
じ
め
両
人
に
示
さ
れ
て
両
人
が

こ
れ
を
承
諾
し
て
引
き
受
け
た
も
の
で
あ
る
。

巨
額
な
工
事
費

　
『
上
水
記
』に
よ
れ
ば
、
兄
弟
へ
は
幕
府
か
ら

工
事
費
用
と
し
て
６
０
０
０
両（
今
日
の
60
億

円
余
）が
与
え
ら
れ
、
承
応
２
年
４
月
か
ら
工

水
道
水
は
飲
用
、
炊
事
用
に
し
か
使
わ
ず
、
洗
濯

や
行
水
に
は
井
戸
水
を
使
う
よ
う
心
掛
け
た
。

玉
川
上
水
と
武
蔵
野
開
発

　

玉
川
上
水
は
、
本
来
江
戸
城
や
そ
の
町
々
へ

の
上
水
を
目
的
と
し
て
い
た
が
、
武
蔵
野
の
村

落
の
開
発
が
進
む
に
つ
れ
て
、
次
第
に
流
域
の

村
々
の
農
業
用
水
や
飲
料
水
と
し
て
も
利
用
さ

れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
羽
村
か
ら
四
谷
大
木
戸

ま
で
の
間
に
は
野
火
止
用
水
を
は
じ
め
多
く

の
分
水
が
存
在
し
た
。
分
水
は
最
も
多
い
時
に

は
33
に
上
っ
た
。
こ
れ
ら
の
各
分
水
を
利
用
し

て
い
る
村
々
は
使
用
料
と
し
て
水
料
を
納
め

る
こ
と
に
な
っ
て
い
た
が
、
享
保
・
元
文
年
間

（
１
７
１
６–

１
７
４
１
）に
開
発
さ
れ
た
武
蔵

野
新
田
村
々
へ
の
分
水
に
つ
い
て
は
幕
府
が
保

護
政
策
を
行
っ
た
た
め
、
水
料
が
徴
収
さ
れ
な

か
っ
た
。

　

玉
川
上
水
の
小
金
井
橋
の
上
下
流
と
も

２
里（
約
８
キ
ロ
）
の
間
に
は
、
元
文
２
年

（
１
７
３
７
）
に
代
官
川
崎
平
右
衛
門
に
よ
っ

て
桜
が
植
樹
さ
れ
た
。

　

玉
川
上
水
は
開
削
か
ら
約
４
０
０
年
を
経
た

今
日
も「
現
役
」
で
あ
る
。
羽
村
取
水
堰
で
多

摩
川
の
水
を
取
水
し
、
東
流
す
る
。
多
摩
川
水

系
は
東
京
都
の
上
水
源
の
３
分
の
１
ほ
ど
を
占

め
て
お
り
、
毎
秒
１
７.

２
立
方
メ
ー
ト
ル
の

水
が
水
道
用
水
と
し
て
利
用
さ
れ
て
い
る
。

参
考
文
献
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人
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く
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風
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）。

　
　
　
　
　
羽
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資
料
、『
人
づ
く
り
風
土
記
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『
玉
川
兄
弟
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杉
本
苑
子
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筑
波
大
学
付
属
図
書
館
文
献
。

付
き
、
事
を
承
り
し
市
人
に
褒
美
と
し
て
金
子

三
百
両
下
さ
る
」と
記
し
て
あ
る
。

　

玉
川
上
水
の
完
成
後
は
、
庄
右
衛
門
・
清
右

衛
門
の
兄
弟
は
、
玉
川
と
い
う
名
字
を
名
乗
る

こ
と
を
許
さ
れ
、
上
水
役
と
し
て
扶
持
米（
俸

禄
米
）を
与
え
ら
れ
て
い
る
。

通
水
後
の
経
営
請
け
負
い

　

玉
川
上
水
の
開
削
後
、
庄
右
衛
門
と
清
右
衛

門
の
兄
弟
は
、
上
水
の
経
営
を
請
け
負
う
こ
と

と
な
り
、
万
治
元
年（
１
６
５
９
）
か
ら
は
上

水
の
修
復
料
と
し
て
江
戸
市
中
の
武
家
や
町
方

か
ら
水
銀（
維
持
管
理
料
）を
徴
収
し
て
い
る
。

こ
れ
以
降
、
２
人
の
子
孫
は
代
々
庄
右
衛
門
・

清
右
衛
門
を
名
乗
り
、
元
文
四
年（
１
７
３
９
）

に
両
家
と
も
三
代
目
が
改
易
さ
れ
る
ま
で
、
上

水
役
と
し
て
代
々
玉
川
上
水
の
維
持
管
理
を

行
っ
た
。
羽
村
、
代
田
村（
現
在
の
京
王
線
代

田
橋
駅
付
近
）さ
ら
に
四
谷
大
木
戸
に
は
水
番

所（
水
番
屋
）
が
お
か
れ
、
水
番
人
が
詰
め
て

塵ご

み芥
の
除
去
な
ど
を
行
っ
て
い
た
。

　

往
時
か
ら
名
水
と
し
て
知
ら
れ
る
多
摩
川
の
水

を
朝
夕
使
え
る
こ
と
に
感
謝
し
た
江
戸
市
民
は
、

歌川広重「江戸名所百景」の玉川上水

玉川兄弟像（東京都羽村市）
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